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本
村
伸
子
さ
ん
と
語
る
青
年
つ
ど
い 

主
催
：
党
静
岡
県
委
員
会 

日
時
：
７
月
12
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

か
ら 

場
所
：
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ

ざ
れ
あ
」
小
ホ
ー
ル
。
入
場
無
料
。 

●静岡・若者憲法集会へ県内から 16人が参加 
 東京・渋谷で 3500人が集まった「若者憲法集会」
とデモには民青県委員会がマイクロバスで参加。ビ
ラを見て参加した大学 1年生は「ここまで大規模な
集会にたくさんの人が関心を持っているんだと驚
きました」と話しました。 
●大運動成功へ すやま候補 楠如意支部と入党
者迎える 
 すやま初美参院愛知選挙区候補は名古屋北西地
区の楠如意支部と 5日、行動し、入党者を迎えまし
た。地方選で演説会に参加するなど応援してくれた
方に入党を呼びかけ。党の路線や政策に賛同しつつ
も家族のことが気になり入党に至りませんでした。
ところが翌日、その方が支部員宅を訪ねて、「熱心
にすすめてくれたので」と入党されました。 

軍
」
が
含
ま
れ
る

こ
と
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、

中
谷
元
・
防
衛
相

は
、
同
法
案
が
「
国

連
憲
章
の
目
的
達

 

井
上
哲
士
参
院
議
員
は
16
日
、
外
交

防
衛
委
員
会
で
質
問
し
、
新
「
日
米
軍
事

協
力
の
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」
と
、

戦
争
法
案
の
な
か
の
重
要
影
響
事
態
法

案
が
「
日
米
安
保
条
約
の
枠
を
超
え
、
際

限
な
く
軍
事
協
力
を
拡
大
す
る
」
と
追
及

し
ま
し
た
。 

 

岸
田
文
雄
外
相
は
、
重
要
影
響
事
態
法

案
に
よ
る
軍
事
協
力
が
、
「
日
米
安
保
条

約
の
目
的
達
成
に
寄
与
す
る
活
動
を
行

う
米
軍
の
支
援
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
」
と
答
弁
。
そ
の
支
援
対
象
に
、「
安

保
の
目
的
達
成
に
寄
与
し
て
い
な
い
米

雇
用
促
進
住
宅
を
含
め
も
っ
と
活
用
す
べ

き
な
の
に
、
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
を
８
万
戸
削

減
す
る
の
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
の
役
割
の
後
退
さ
せ
る
も
の
だ
と
批
判

し
ま
し
た
。 

改
定
案
は
従
来
、
隣
接
地
の
み
可
能
だ

っ
た
団
地
の
建
て
替
え
を
近
接
地
＝
「
飛

び
地
」
で
も
可
能
に
す
る
も
の
で
、
本
村

氏
は
、
名
古
屋
市
緑
区
の
例
を
挙
げ
、
便

利
な
土
地
は
営
利
企
業
に
売
ら
れ
、
駅
や

ス
ー
パ
ー
か
ら
離
れ
た
地
域
に
居
住
者
が

移
転
さ
せ
ら
れ
る
と
追
及
。
国
交
省
の
橋

本
公
博
住
宅
局
長
は
「
住
民
の
利
便
性
を

考
え
な
が
ら
土
地
利
用
計
画
を
指
導
し
て

い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。 

ま
た
、
本
村
氏
は
全
国
公
団
住
宅
自
治

会
協
議
会
幹
事
会
が
行
っ
た
全
国
９
万
３

千
戸
余
り
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
７
割
を
超

宅
を
８
万

戸
削
減
す

る
計
画
を

批
判
し
ま

し
た
。 

 

本
村
氏

は
公
営
住

宅
の
数
が

足
り
ず
、

 

本
村
伸
子
衆
院
議
員
は
16
日
、
国
土

交
通
委
員
会
で
、
都
市
再
生
機
構
（
Ｕ
Ｒ
）

法
改
定
案
の
質
問
に
た
ち
、
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住

宅
を
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
で
位

置
づ
け
ら
れ
た
公
的
賃
貸
住
宅
と
し
て

低
所
得
者
や
高
齢
者
な
ど
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
強
化
す
る

よ
う
国
が
責
任
を
果
た
す
べ
き
だ
と
主

張
、
２
０
１
８
年
度
ま
で
に
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住

 

三
重
県
議
会
は
16
日
、「
安
全
保
障
法
制

の
慎
重
な
審
議
を
求
め
る
意
見
書
」
を
27

対
23
の
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
意

見
書
案
を
提
出
し
た
民
主
党
系
会
派
「
新
政

み
え
」
や
日
本
共
産
党
（
２
人
）
が
賛
成
し
、

自
民
党
と
公
明
党
が
反
対
し
ま
し
た
。 

 

同
県
議
会
で
は
、
党
議
席
が
な
か
っ
た
昨

年
６
月
、
新
政
み
え
が
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
容
認
に
慎
重
な
検
討
を
求
め
る
意
見
書

案
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
自
民
・
公
明
の
反

対
で
否
決
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
重
要
影
響
事
態
法
案 

 

安
保
条
約
の
枠
も
超
え
る 井

上
議
員
が
追
及

え
る
住
民
が
、
家
賃
負
担
を
重
い
と
感
じ
て

い
る
こ
と
や
、
名
古
屋
市
北
区
、
東
区
の
住

民
の
声
も
紹
介
し
、
家
賃
を
下
げ
る
こ
と
な

ど
、
低
所
得
者
へ
配
慮
し
た
家
賃
制
度
を
作

る
べ
き
だ
と
要
求
し
ま
し
た
。 

 

太
田
国
交
相
は
「
今
後
と
も
適
正
な
家
賃

水
準
と
入
居
者
の
適
正
な
負
担
の
両
立
を

図
り
な
が
ら
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

役
割
を
果
た
し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

委
員
会
に
は
、
全
国
公
団
住
宅
自
治
会
協

議
会
の
人
た
ち
が
多
く
傍
聴
し
、
他
党
議
員

も
「
た
く
さ
ん
傍
聴
者
が
来
ら
れ
た
の
で
、

緊
張
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

成
に
寄
与
す
る
外
国
軍
隊
」
へ
の
支
援
も

行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
認
め
ま
し

た
。 

 

井
上
氏
は
、「
日
米
安
保
条
約
の
目
的
に

関
係
な
い
米
軍
や
外
国
軍
を
、
安
保
条
約

６
条
の
『
極
東
』
を
は
る
か
に
超
え
た
地

域
で
支
援
す
る
も
の
で
あ
り
」、
支
援
対
象

が
「
時
の
政
権
の
恣
意
（
し
い
）
的
な
判

断
に
よ
っ
て
際
限
な
く
広
が
っ
て
い
く
可

能
性
が
あ
る
」
と
批
判
し
ま
し
た
。 

戦
争
法
案
慎
重
に 
 

三
重
県
議
会
が
意
見
書 


